
毎月第１日曜日は　『家庭の日』
毎月第３日曜日は　『青少年を育む日』　　　　　青少年育成都留市民会議編集委員
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現
在
の
子
ど
も
た
ち
は
、
大
人
の
時
代
と

比
べ
る
と
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
豊
か
な
社

会
に
生
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
し
た

中
で
彼
ら
が
以
前
よ
り
幸
せ
に
な
っ
て
い
る

か
ど
う
か
は
極
め
て
疑
問
で
す
。
非
行
、
家

庭
内
暴
力
、
校
内
暴
力
、
不
登
校
、
引
き
こ

も
り
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
以
前
に

は
、
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
問
題

行
動
が
出
現
し
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
に
、
そ
う
し
た
問
題
に
は
多
く

の
大
人
が
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
原
因

を
家
庭
教
育
に
求
め
る
人
が
多
い
の
も
事
実

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
の

根
本
的
な
と
こ
ろ
で
起
こ
っ
て
い
る
大
き
な

変
化
に
多
く
の
大
人
は
気
づ
い
て
い
な
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
幼
児
期
に
身
に

つ
け
る
べ
き
基
本
的
生
活
習
慣
が
確
立
し
て

い
な
い
た
め
に
惹じ

ゃ
っ
き起
さ
れ
て
く
る
生
活
リ
ズ

ム
の
乱
れ
で
あ
り
、
日
常
の
生
活
の
規
則
性

が
崩
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

基
本
的
生
活
習
慣
と
は
、
食
事
、
睡
眠
、

清
潔
の
習
慣
で
す
。
そ
の
中
の
食
事
に
つ
い

て
、
あ
る
団
体
生
活
を
行
っ
て
い
る
食
事
作

法
に
つ
い
て
例
を
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

朝
食
は
粥
座
、
昼
食
は
斎
座
、
夕
食
は
薬

石
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
、
粥
座
は
字
の
ご
と

く
お
粥
で
あ
り
、
斎
座
は
正
午
ま
で
に
食
す

る
こ
と
で
あ
り
、
薬
石
は
良
薬
と
し
て
食
す

る
も
の
で
す
。

　

食
事
は
、
上
位
の
方
を
中
心
に
座
り
音
や

声
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
、
上
位
の
方
を

見
な
が
ら
合
図
で
食
事
を
し
ま
す
。

　

お
か
わ
り
に
つ
い
て
も
順
番
が
あ
り
、
汁
、

飯
、
汁
、
飯
、
菜（
漬
物
）、
汁
、
飯
、
茶
の

順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
最
初
に
箸
を
付
け
る

の
は
飯
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
団
体
に
よ

っ
て
は
、
上
位
の
方
を
横
目
で
見
な
が
ら
上

位
の
方
と
同
じ
物
を
同
じ
だ
け
食
べ
る
方
法

も
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
一
年
に
数
回
胃
を

大
き
く
す
る
為
か
、
饗

き
ょ
う
お
う応
と
言
っ
て
お
腹
い

っ
ば
い
食
べ
さ
せ
る
事
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昔
か
ら
伝
わ
る
儀
式
作
法
に
、
湯
、

食
、
菓
、
嚫
、
茶
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
最

初
に
喉
を
湿
し
て
か
ら
飯
を
食
べ
る
と
い
う

よ
う
に
、
先
人
た
ち
の
残
し
た
尊
い
教
え
は

多
々
あ
り
ま
す
。　

　

今
は
、
洋
食
の
機
会
が
増
え
、
テ
ー
ブ
ル

マ
ナ
ー
の
方
が
必
要
と
さ
れ
て
き
て
い
る
よ

う
で
す
。
人
間
と
し
て
生
き
る
た
め
に
基
本

の
一
つ
と
な
る
食
事
に
つ
い
て
も
感
謝
の
心

を
忘
れ
ず
、
ま
た
生
き
て
い
る
の
で
は
な
く
、

生
か
さ
れ
て
い
る
事
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

富
士
・
東
部
地
区
に
在
住
す
る
心
身
障
害

者
を
対
象
に
、
富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務

所
と
次
の
会
場
で
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

請
求
書
用
紙
の
配
布
な
ど

　

市
町
村
役
場
障
害
福
祉
係
の
窓
口
か
、
直

接
保
健
福
祉
事
務
所
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
保
健
福
祉
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
用
紙
印
刷
が
出
来
ま
す
。

※
郵
送
で
の
受
け
付
け
も
可
能
で
す
。

受
付
期
間
及
び
時
間

　

平
成
22
年
1
月
６
日（
水
）〜
２
月
５
日（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
郵
送
で
の
締
め
切
り
は
平
成
22
年
２
月
５

　

日（
金
）　

消
印
有
効

会
場
で
の
受
付

　

平
成
22
年
1
月
６
日（
水
）

　
　

県
富
士
吉
田
合
同
庁
舎

　

平
成
22
年
1
月
20
日（
水
）

　
　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留　

　

平
成
22
年
1
月
26
日（
火
）

　
　

大
月
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

　

平
成
22
年
1
月
28
日（
木
）

　
　

県
富
士
吉
田
合
同
庁
舎

問
合
・
申
込
先　

福
祉
課

　

〒
４
０
３
―
０
０
０
５

　
　

富
士
吉
田
市
上
吉
田
１
―
２
―
５

　
　

☎
０
５
５
５（
24
）９
０
３
２

　

12
月
１
日（
火
）は「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」で
す
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）
が
世
界
的
レ
ベ
ル

で
の
エ
イ
ズ
ま
ん
延
防
止
と
患
者
・
感
染
者

に
対
す
る
差
別
や
偏
見
を
解
消
す
る
た
め
に

提
唱
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
エ
イ
ズ
患
者
の
報
告
数

は
依
然
と
し
て
増
加
の
傾
向
に
あ
る
た
め
、

富
士
・
東
部
保
健
所
で
は
検
査
や
感
染
防
止

の
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査（
匿
名
・
無
料
）

　

○
通
常
検
査 

　
　

月
〜
金
曜
日

　
　
（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

　

○
夜
間
検
査

　
　

12
月
１
日（
火
）・
２
日（
水
）の
両
日

　
　
（
午
後
５
時
30
分
〜
７
時
）

※
検
査
は
採
血
後
１
時
間
以
内
で
結
果（
抗

体
）が
わ
か
り
ま
す
。

　

完
全
予
約
制
で
す
の
で
、
感
染
の
不
安
が

あ
り
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
あ
ら
か
じ

め
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
感
染
の
心
配
の
あ
っ
た
時
か
ら
３

カ
月
ほ
ど
経
過
し
て
い
な
い
と
確
実
な
結
果

が
お
返
し
出
来
な
い
こ
と
を
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

問
合
・
予
約
受
付

　

地
域
保
健
課

　

☎
０
５
５
５（
24
）９
０
３
５
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心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
助
成

 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
夜
間
検
査
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